
、
ゾ
一
フ

一
白
山
寺
荒
川
四
諦
は
、
白
山
煎
蹴
諮
問
に
印
刷
す
る
議
栄

一
の
縦
続
し
た
集
合
で
あ
る
。
白
山
富
舵
雌
都
中
妃
録

と
し
て
綴
ら
れ
た
用
紙
の
袈
閥
に
扱
っ
て
見
る
に
、

康
永
か
ら
文
利
に
主
る
刷
に
、
こ
の
加
は
何
且
十
二

日
に
附
怨
し
た
こ
と
も
、
廿
四
日
に
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
初
抽
出
よ
り
廻
状
を
出
し
て
滞
米
を
制
作
叫
し
、

彼
刀
口
集
者
は
容
合
す
る
や
否
や
を
記
し
て
、
長
後
に

勅
准
に
遅
浩
せ
ら
れ
た
。

白
山
煎
山
開
講
加
は
白
山
寺

糊
京
都
防
と
も
、
白
山
寺
町
市
山
師
拘
尽
税
関
と
も
い
は

れ
る
。
集
合
の
射
肋
は
地
時
間
院
で
あ
っ
た
り
、
制
林

一
加
又
は
東
光
院
で
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
‘
愉
検
に
合

携
を
飽
供
し
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
刑
雌
識
は
、
説

衆
の
講
説
励
行
す
る
恒
例
の
法
合
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
V
〈
剛
聞
と
し
て
掠
る
べ
き
方
針
を
鴨開
廷
す
る
鎚

闘
で
も
あ
っ
た
。
政
に
入
米
以
外
承
仕
の
徒
に
主
る

ま
で
そ
の
附
に
列
L
、
協
時m
m
m引
に
就
い
て
刷
出
射
に

施
山
田
を
{
す
る
滋
岡
山
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
文
京
五
年
の

抑
然
起
印
刷
文
・門
前
元
三
年
及
び
延
随
三
年
の
水
仕
起

術
文
が
あ
る
の
で
知
ら
れ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
h
F

白
山
下

部
能
美
術
河
内
庄
地

協
・涜
谷
二
村
、
及
び
常
時
組
前
大
野
榔
と
恥
し
た

牛
首
・風
嵐
・ぬ
・
深
淑
・下
回
原
・鴇
ヶ
谷
・
釜
谷
・五山仲

h

日
・
女
原
・
二
日・
敵
戸
・新
保
・
閉
山
納
谷
・丸
山
・
小
以・

杖
の
十
六
村
は
、
寛
文
八
年
以
降
諒
附
直
料
簡
に
な

っ
た
が
、
之
を
白
山
下
と
も
白
山
路
と
も
い
ヲ
て
、

別
名
を
聴
し
な
か
っ
た
。
俊
明
治
江
年
十
一
月
十
七

日
石
川
綜
に
殺
し
、
凡
ベ
て
能
楽
加
と
し
た
。

シ
ラ
ヤ
マ
シ
チ
シ
ャ
白
山
七
位

本
宮
白
山
比

咋
剥
枇
及
び
金
制
間
宮
・皆
本
宮
・三
，
宮
の
御
子
跡
、

揃
び
に
中
宮
・
佐
総
宮
別
宮
を
、
古
来
白
山
七
一
拡

と
帯
し
た
。
白
山
記
に
『
加
到
下
山
七
枇
、
白
山
金

勉
岩
木
三
宮
川
一
九
十
会
・中
宮
佐
総
別
宮
、
此
脱
--中

百
三
枇
-
也
。
惣
云
z
七
駐
。』
と
あ
り
、
文
部
卒
盛
装

シ
ラ
ヤ
マ
シ
ユ
ト
チ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ロ
タ
白
山
衆

徒
牒
獄
銃
一
加
。
白
山
富
の
締
坊
に
於
い
て
賠
脳

部
が
執
行
せ
ら
九
る
際
、衆
徒
を
如
旧
集
し
た
際
放
は
、

股
氷
一
二
年
九
且
十
二
日
制
注
目
成
の
も
の
か
ら
、
文

和
三
年
十
二
且
什
四
日
間
准
白
円
程
の
も
の
ま
で
却
に

四
十
六
泊
を
存
L
、
白
山
富
諜
脳
部
中
記
録
の
料
紙

と
し
て
そ
の
袈
而
を
用
ひ
て
あ
る
。
そ
れ
を
第
永
六

年
に
森
刷
平
次
が
長
夜
澄
迩
に
謀
っ
て
解
加
都
知
L

記
在
四
安
元
二
年
鶴
市
川
寺
闘
容
の
段
に
も
、

『別
宮

佐
織
・
中
宮
=
一
枇
の
衆
徒
一
つ
に
な
る
。
岩
本
・
金

制拙・
下
白
山
・
2

一宮
、
奈
谷
幸
・祭
谷
寺
・字
谷
寺
、
三

寺
四
枇
の
大
衆
も
馳
柏
市
っ
て
問
お
す
。
』
と
あ
っ
て
、

初
め
白
山
七
枇
と
い

ふ
も
の
は
是
で
あ
っ
た
が
、
文

明
十
一
一
年
本
宮
の
焼
亡
に
よ
っ
て
錨
枇
三
，
宮
に
』
退

座
し
て
か
ら
、
本
宮
と
金
銅
宮
・
若
木
宮
中
宮
・佐

織
包
・別
宮
・火
御
子
宮
を
数
へ
て
七
枇
と
い
・
ぬ
こ
と

に
な
っ
た
。
長
定
礎
窓
の
白
山
問
答
に
も
、
給
園
田
の

文
言
に
到
州
向
山
部
頂
同
縦
割
七
枇
惣
長
克
服
と
あ

る
の
を
併
し
て
‘『
白
山
部
頂
は
白
山
綴
上
の
制
澗
な

り
。
同
出
問
視
七
枇
と
あ
る
七
枇
は
、
白
山
，
本
宮
お

よ
び
中
宮
・佐
川
緋
・
別
宮
・
岩田制
・金
勉
・
火
御
子
の
七

枇
な
b
。』
と
記
枕
す
る
。
岩
組
は
岩
本
に
同
じ
い。

シ
ラ
ヤ
マ
シ
ユ
ウ
コ
ウ
イ
ツ
ケ
ン
白
山
枚
公
一

件

一
加
。
保
科
肥
後
守
正
之

・
間
間
以
前
守
善
政

が
加
政
滞
と
出
附
と
の
附
に
立
っ

て
斡
旋
を
縦
た
結

果
、
問
料
元
年
来
交
渉
の
あ
っ
た
越
前
側
の
午
尚
以

下
祐
村
を
、
加
れ
滞
領
た
る
庖
一蹴
等
と
仰
せ
て
、
十

入
ヶ
村
す
べ
て
恥
附
閉
山
に
時
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ

た
次
節
を
、
江
文
八
年
入
且
十

一
日
保
科
正
之
か
ら

前
旧
制
紀
に
泊
知
し
た
世
間
間
に
初
り
、
尾
添
及
び
瀬

戸
村
民
の
加
到
掛
川
鮒
内
に
郎
副
せ
ん
と
拙
う
た
者

を
、
能
資
臥
京
都
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
同
九
年
十

一
一
且
の
文
部
に
終
る
。

た
も
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
=
ン
エ
ン
ギ

↓
サ
イ
イ
y

商
凶
。

シ
ラ
ヤ

7
yヨ
ザ
ツ
ジ
キ
白
山
諸
難
事
記
一

加
。
白
山
長
直
澄
窓
話
。
嶺
上
神
前
、
本
宮
の町副
社、

七
枇
の
次
第
、
榊
階
・
神
領
・訓
賀
・坊
官
・訓
引
等
に

関
す
る
山
山
録
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
7
・Y
ン
白
山
新

石
川
州
酬
の
笛
部
孫
。

寛
永
十
四
年
正
且
時
日
附
の
文
部
に
石
川
部
白
山
新

村
と
あ
る
が
、
後
批
白
山
新
村
は
存
せ
ぬ
。
白
山
村

の
一
部
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
白
山
神
社

閥
島
郡
藤
野

に
鎮
座
す
る
。
初
め
一
言
白
山
祉
と
い
う
た
。
耐
磁

に

一
一一
吉
田
の
税
脅
と
挺
す
る
木
造
訓
告
制
膏
立
像
一
般
長

一
米
の
も
の
が
あ
り
、
も
と
木
曾
で
あ
っ
た
。
こ
の

像
の
白
誌
は
紋
失
し
、
一附
手
は
肩
か
ら
後
納
で
、
着

色
制
部
隠
滅
す
る
が
、
而
相
微
笑
を
含
み
、
士訳文

・

一
間
部
等
に
藤
原
初
期
の
仰
が
認
め
ら
れ
る
o
能
坦
有
名

跡
芯
に
、『
際
野
村
は
城
山
の
溢
な
り
。
云
々
。
こ
の

村
に
一

一一
言
の
槻
脅
と
て
、
病
離
を
蚊
ひ
給
ふ
こ
と
、

強
験
あ
ら
た
な
る
取
な
り
。
』
と
促
す
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
白
山
紳
祉

関
主
制
中
段

に
在
っ
て
、
往
時
は
路
沙
門
社
と
総
し
た
。
能
号
名

跡
志
に
、『
中
段
村
に
毘
沙
門
の
枇
あ
り
。
昔
は
大
祉

に
て
、
七
堂
伽
慌
の
南
部
の
宮
に
て
あ
り
し
問
。
今

も
臥
宝
町
住
吉
祭
櫨
御
技
師
に
て
、
祭
に
は
肢
は
し

き
也
。
』
と
記
す
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
白
山
神
敢

闘
京
都
柳
聞

に
在
る
。
岱
枇
に
木
造
不
動
明
王
座
仙
聞
が
あ
っ
て
大

正
十
三
年
八
且
凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
た
が
、
後
昭
和

四
年
五
且
所
有
者
を
法
務
寺
に
改
め
た
。
↓
ホ
ッ
ケ

ジ
法
務
寺
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

白
山
紳
世

白
山
上
人
縁
起

珠
洲
部
春
日

四

野
に
在
っ
て
、
も
と
法
住
寺
の
鎮
守
で
あ
っ
た
。
今

祉
政
に
木
諮
獅
子
関
斬
二
八
棋
・
市
二
一
一

m
・奥行一一戸

四
極
の
も
の
が
あ
っ
て
、
阪
安
五
壬
子
鋭
部
月
日
の

銘
を
有
す
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ャ
コ
ウ
白
山
神
社
考
六
巻
。

森
町
平
次
判
。
白
山
及
び
白
山
比
咋
紳
枇
に
闘
す
る

綱
大

一
切
の
考
稀
で
あ
り
、
吋
卦
氷
以
降
殆
ど
五
十
崎
・

に
し
て
明
治
三
十
三
年
六
且
完
成
し
た
も
の

で
あ
る

と
い
ふ
。
若
者
に
は
前
に
白
山
記
放
殺
の
詰
が
あ
っ

て
、
略
そ
の
法
務
を
傾
け
て
町
る
が
、
本
部
は
別
に

組
織
立
て
L
古
い
て
居
る
か
ら
特
に
似
他
が
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
シ
ン
ヒ
ヤ
テ
シ
ユ
白
山
新
百
首

白

山
比
昨
榊
枇
宮
司
狩
谷
竹
剥
が
明
治
八
年
の
若
で
、

そ
の
白
山
新
一
向
詰
と
凶
し
た
の
は
抑
胞
の
志
良
山
首

尚
に
倣
う
た
お
で
あ
り
、
序
文
を
作
っ
た
佐
々
木
守

比
呂
は
的
附
泉
支
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
セ
イ
ベ
ン
白
山
正
緋

一
加
。
制
紙

伯
白
川
家
の
若
。

古
訟
を
引
用
し
て
、
白
山
の
祭
神

た
る
刻
現
抑
制
榊
・伊
弊
術
館
・伊
弊
内
館
の
ζ

と
を
論

じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
即
山
口
で
は
な
い
。
誌
作
時
代

不
都
。

シ
ラ
ヤ
マ
ゼ
ン
ジ
ヨ
ウ
白
山
蔽

定

務

澄
が
初

め
て
白
山
の
樹
上
を
一
古
修
制
定
の
刻
と
な
し
た
と
い

ふ
の
で
.
そ
の
徒
の
行
者
が
之
に
倣
う
て
駕
侃
指
奔

し
た
。
闘
っ
て
号
山
す
る
こ
と
を
も
制
定
と
い
ひ
、

山
船
そ
の
も
の
を
も
都
定
と
呼
び
、
脆
う
て
都
市
川
と

も
訟
〈
こ
と
に
な
っ
た
。
邸
永
年
中
の
三
州
併
記
に

『加
賀
凶
白
山
の
制
定
に
容
て
、
大
御
前
に
念
制
L

僻
け
れ
は
云
々
。
』
文
明
十
八
年
の
迦
凶
紙
記
に
『
白

山
制
定
し
侍
り
て
三
の
室
に
い
た
り
侍
る
に
一
E

K
。』

叉
永
正
五
年
の
白
山
都
頂
私
記
に
、『
大
山
あ
り
、
白

山
制
頂
と
刷
出
す
。
』
な
ど
皆
是
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ゼ
ン
ジ
ヨ
ウ
シ
キ
白
山
諮
頂
私
記

一
七


